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北毛保健生協組合員現勢
2017年６月末現在

組合員……………… 17,304人■
出資金……………… ７億518万円
１人平均出資金…… 40,753円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

大腸肛門外来　第２月　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。

群
馬
県
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

や
渋
川
市
の
ス
ポ

ー
ツ
推
進
事
業
を

長
年
に
わ
た
り
活

動
し
て
い
ま
す
。
県
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
で
は
、
ゲ
ー
ム

や
南
京
玉
す
だ
れ
な
ど
を
指
導

し
、
渋
川
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
で

は
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
指
導

し
て
来
ま
し
た
。
今
は
、
ゴ
ル

フ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ス

ポ
レ
ッ
ク
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

な
ど
を
指
導
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ク
ラ
ブ
委
員
に
な
り
い
ろ

い
ろ
と
指
導
な
ど
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

市
で
は
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
推
進

し
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

奨
励
す
る
た
め
、
し
ぶ
か
わ
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
総
合
型
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
）
を
５
月
17
日
に

設
立
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い
人
や
ス

ポ
ー
ツ
が
苦
手
な
人
を
対
象
と

し
た
多
種
多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
教

室
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
ス
ポ
ー
ツ
ド
ク
タ
ー
と
し
て

北
毛
病
院
の
橋
本
院
長
が
な

り
、
心
強
い
で
す
。

皆
様
も
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

に
入
会
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

（
豊
秋
支
部
　
Ｓ
・
Ｏ
）

機
関
紙
編
集
委
員
会
で
は
、
８
月
号
の
平
和
企
画
に
つ
い
て
、
た
だ
「
戦
争
体
験
を
語
り
継
ぐ
」

だ
け
で
は
な
く
、「
平
和
と
は
何
か
」「
日
本
は
平
和
な
の
か
」
な
ど
を
意
見
交
換
し
、
自
分
た
ち
が

“
平
和‘

に
つ
い
て
の
考
え
を
ま
と
め
て
み
る
こ
と
を
決
め
、
機
関
紙
編
集
委
員
会
に
よ
る
座
談
会

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

７／15に組合員ホール１階で機関紙編集委員による座談会
左から佐藤（事務局）、宮下歌子理事（有馬）、生方次郎委員（小野上）、
干明千代子委員（八木原）、柴田敏子委員（金島）、中澤勤編集委員長

７／９に渋川・北群馬地域の網の目平和行進を行う。50

人を超える方々が結集して「核兵器廃絶」を訴えました

日
本
を
平
和
の
道
へ

“

日
本
国
憲
法‘

を
く
ら
し
に
!!

座
談
会
は
、
テ
ー
マ
を
「
平

和
っ
て
何
？
　
日
本
は
平
和
だ

と
思
う
人
は
６
割
弱
」
と
報
じ

た
共
同
通
信
社
ニ
ュ
ー
ス
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
参
考
に
す
す
め
ま

し
た
。
次
の
項
目
か
ら
回
答
者

が
思
う“

平
和‘

と
は
何
か
を

調
査
し
た
も
の
で
、「
世
界
中

か
ら
紛
争
・
戦
争
が
な
く
な
る

こ
と
」「
治
安
が
守
ら
れ
て
い

る
こ
と
」「
家
族
と
平
穏
に
暮

ら
せ
る
こ
と
」「
日
常
生
活
に

お
い
て
何
の
心
配
な
く
暮
ら
せ

る
こ
と
」「
人
間
と
し
て
の
最

低
限
の
生
活
が
で
き
る
こ
と
」

「
貧
困
や
飢
き
ん
が
な
く
な
る

こ
と
」「
核
が
廃
絶
さ
れ
る
こ

と
」「
大
き
な
災
害
が
起
こ
ら

な
い
こ
と
」「
伝
染
病
や
病
気

が
な
く
な
る
こ
と
」
を
取
り
上

げ
、
日
本
が
平
和
だ
と
思
っ
て

い
る
人
は
６
割
に
満
た
な
い
こ

と
を
紹
介
し
て
い
る
も
の
で

す
。座

談
会
で
は
、
ま
ず
平
和
に

つ
い
て
の
辞
書
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。「
ま
ず
戦
争
や
紛
争

が
な
く
、
世
の
中
が
お
だ
や
か

な
状
態
に
あ
る
こ
と
」
そ
し
て

「
家
庭
の
平
和
」
等
も
あ
る
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
戦
争
が
無

く
な
る
こ
と
、
治
安
が
守
ら
れ

る
こ
と
、
貧
困
が
無
い
こ
と
、

こ
れ
ら
を
考
え
る
と
日
本
国
憲

法
と
の
関
係
が
大
き
い
の
で
は

と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
多

く
の
国
民
が“

生
存
権‘

を
脅

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
。

福
島
原
発
事
故
の
被
害
者
の
悲

惨
な
実
態
、
毎
日
の
農
作
業
や

近
所
と
の
ふ
れ
あ
い
、
何
気
な

い
日
常
が
無
く
な
っ
た
こ
と
等

を
と
り
あ
げ
ま
し
た
。
日
常
を

奪
わ
れ
た
被
害
者
へ
の
国
の
対

応
が
無
情
で
あ
る
こ
と
も
多
く

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で

先
日
、
あ
る
集
会
で
、
福
島
か

ら
避
難
し
た
生
徒
が
い
じ
め
に

あ
っ
た
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
た

横
浜
や
新
潟
で
の
原
発
避
難
者

イ
ジ
メ
が
群
馬
県
内
で
も
あ
っ

た
の
で
す
。

南
相
馬
市
は
全
て
の
世
帯
に

日
本
国
憲
法
を
冊
子
と
し
て
配

り
、
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
「
５
年

た
っ
た
今
も
憲
法
で
保
障
さ
れ

た
健
康
で
文
化
的
な
生
活
が
か

な
え
ら
れ
て
い
な
い
市
民
が
数

多
く
い
ま
す
。
私
た
ち
の
生
活

再
建
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
を
取
り
戻
す
た
め
日
本
の
憲

７／14 国民平和大行進渋川→前橋　半田旧道
集会所で平和集会と古巻協議会による接待

の
再
稼
動
反
対
と
廃
炉
に
関
す

る
報
道
が
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
は
世
界
で
唯
一
の“

被

爆
国‘

で
あ
る
事
の
自
覚
が
薄

れ
て
、
放
射
能
の
怖
さ
が
わ
か

ら
な
い
国
民
が
増
や
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
国
連
の
核
兵

器
廃
絶
の
条
約
に
日
本
政
府
が

参
加
し
て
い
な
い
こ
と
も
大
変

遺
憾
に
感
じ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
国
憲
法
を
知
ら

な
い
人
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
義
務
教
育
で
は
、
詳
し
く

教
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
世
の
中
が
憲
法
に
合

わ
な
く
な
っ
た
と
錯
覚
を
す
る

人
が
多
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

日
本
政
府
が
憲
法
に
近
づ
く
努

力
を
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

南
ス
ー
ダ
ン
等
に
派
遣
さ
れ

て
帰
還
し
た
自
衛
隊
の
自
殺
者

が
何
人
も
い
る
こ
と
は
、
マ
ス

コ
ミ
で
は
報
道
さ
れ
て
い
な
い

等
、
さ
ま
ざ
な
実
態
と
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

生
存
権
が
脅
か
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
真
実
を
知
る
こ
と
の
重

要
性
、
憲
法
が
く
ら
し
に
活
か

さ
れ
て
い
な
い
実
態
を
確
認
し

合
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

平
和
と
は
「
戦
争
状
態
」
で

な
い
事
だ
け
で
は
無
く
、
自
分

自
身
と
周
り
の
人
々
の
生
活
が

“

憲
法
25
条‘

に
適
っ
て
い
る

の
か
を
確
か
め
る
こ
と
が
大
切

な
の
だ
と
感
じ
合
い
ま
し
た
。

法
と
は
何
か
を
考

え
て
頂
き
た
い
」

と
書
か
れ
て
い
る

こ
と
と
憲
法
が
保

障
す
る
生
存
権
と

南
相
馬
市
の
深
い

つ
な
が
り
、
憲
法

学
者
の
鈴
木
安
蔵

の
出
身
が
旧
小
高

町（
現
南
相
馬
市
）

で
あ
る
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
テ
レ
ビ

報
道
で
の
政
治
家

の
非
常
識
な
態
度

が
出
さ
れ
、
真
実

を
知
る
力
を
身
に

付
け
な
い
と
騙
さ

れ
る
の
で
注
意
が

必
要
と
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
国
民
が

原
発
廃
止
を
望
ん

で
い
ま
す
。
し
か

し
、
政
府
は
原
発

の
再
稼
働
を
進
め

て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
事
故
が
起
き

た
後
の
避
難
の
問

題
で
は
た
く
さ
ん

の
矛
盾
が
あ
り
放

射
線
か
ら
逃
げ
ら

れ
ま
せ
ん
。
原
発
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検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。 注：朝食を食べずに来院下さい。 問い合わせ先：北毛病院検査室　10279-25-2074》

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、健
康
な
く
ら
し
を
!!

被
爆
地
で
あ
る
長
崎
で
被
爆

の
話
を
聞
く
中
で
、
戦
争
と
は

何
か
、
命
の
重
さ
と
は
何
か
を

学
び
感
じ
取
っ
て
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
に
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
３
日
間
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

支
援
セ
ン
タ
ー
し
ぶ
か
わ

金
井
　
孝
行

核
兵
器
を
廃
絶
す
る
た
め
、

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を

学
び
、
私
自
身
が
何
を
す
べ
き

か
を
考
え
て
行
き
た
い
で
す
。

世
界
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
や
感

じ
た
こ
と
を
多
く
の
人
に
伝

え
、
核
兵
器
廃
絶
の
世
界
に
向

け
、ま
い
進
し
た
い
と
考
え
ま

す
。北

毛
病
院
相
談
員

関
口
　
裕
之

水
爆
実
験
に
よ
っ
て
第
五
福

竜
丸
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん
の
尊

い
命
が
犠
牲
と
な
っ
た
ニ
ュ
ー

ス
を
忘
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
せ

〔
市
街
地
〕

小
　
林
　
春
　
夫
　
明
保
野

澤
　
あ
や
子
　
　
〃

古
　
澤
　
勝
　
吉
　
坂
　
下

鶴
　
巻
　
眞
理
子
　
　
〃

〔
有
馬
〕

野
　
口
　
　
　
毅
　
有
　
馬

野
　
口
　
伸
　
枝
　
　
〃

一
　
倉
　
　
　
操
　
　
〃

石
　
関
　
よ
し
子
　
　
〃

〔
豊
秋
〕

嶋
　
田
　
孝
　
江
　
石
　
原

須
　
田
　
良
　
毅
　
　
〃

千
木
良
　
典
　
行
　
行
幸
田

茂
　
沢
　
和
　
之
　
　
〃

奥
　
泉
　
和
　
明
　
　
〃

山
　
田
　
良
　
雄
　
　
〃

三
　
田
　
丈
　
晴
　
　
〃

福
　
島
　
富
士
子
　
　
〃

伊
　
藤
　
充
　
代
　
　
〃

〔
金
島
〕

富
　
澤
　
孝
　
行
　
金
　
井

樋
　
田
　
か
ね
子
　
　
〃

樋
　
田
　
貞
　
男
　
　
〃

西
　
山
　
雅
　
義
　
南
　
牧

〔
子
持
〕

島
　
田
　
勇
　
一
　
北
　
牧

齋
　
藤
　
正
　
子
　
　
〃

長
谷
川
　
珠
　
代
　
　
〃

後
　
藤
　
和
　
雄
　
中
　
郷

後
　
藤
　
博
　
之
　
　
〃

牧
　
　
　
　
　
仁
　
　
〃

石
　
田
　
茂
　
一
　
　
〃

今
　
泉
　
武
　
志
　
吹
　
屋

小
田
桐
　
圭
　
助
　
　
〃

高
　
柳
　
政
　
男
　
　
〃

藤
　
井
　
初
　
野
　
　
〃

飯
　
塚
　
タ
　
マ
　
　
〃

勝
　
又
　
信
　
義
　
　
〃

〔
赤
城
〕

狩
　
野
　
絹
　
代
　
三
原
田

〔
吉
岡
〕

武
　
井
　
節
　
子
　
漆
　
原

久
保
田
　
惠
　
子
　
大
久
保

栗
　
原
　
と
み
子
　
　
〃

〔
榛
東
〕

善
養
寺
　
重
　
子
　
山
子
田

〔
北
橘
〕

和
　
田
　
春
　
樹
　
上
箱
田

井
　
上
　
光
　
野
　
小
　
室

大
　
谷
　
ひ
　
ろ
　
八
　
崎

阿
　
部
　
弘
　
康
　
　
〃

為
　
谷
　
　
　
強
　
　
〃

〔
伊
香
保
〕

大
　
木
　
早
　
苗
　
伊
香
保

山
　
本
　
淳
　
一
　
　
〃

小
　
林
　
千
代
子
　
　
〃

田
　
中
　
敏
　
子
　
湯
中
子

〔
吾
妻
郡
〕

富
　
澤
　
久
　
夫
　
東
吾
妻
町

〔
高
崎
市
〕

櫻
　
澤
　
昌
　
子
　
棟
高
町

〔
市
街
地
〕

福
　
島
　
正
　
章
　
辰
巳
町

木
　
村
　
恭
　
子
　
東
　
町

富
　
永
　
政
　
一
　
　
〃

〔
有
馬
〕

野
　
口
　
伸
　
枝
　
有
　
馬

〔
豊
秋
〕

三
　
原
　
　
　
靜
　
石
　
原

唐
　
澤
　
崇
　
子
　
中
　
村

椛
　
沢
　
榮
　
一
　
行
幸
田

〔
金
島
〕

角
　
田
　
英
　
治
　
金
　
井

清
　
水
　
重
　
雄
　
　
〃

清
　
水
　
シ
ツ
子
　
　
〃

福
　
島
　
ク
　
ニ
　
祖
母
島

〔
子
持
〕

島
　
田
　
憲
　
子
　
北
　
牧

星
　
野
　
ト
ク
子
　
吹
　
屋

峯
　
岸
　
高
　
二
　
　
〃

〔
赤
城
〕

関
　
口
　
養
　
作
　
上
三
原
田

〔
吉
岡
〕

松
　
田
　
健
　
一
　
漆
　
原

塚
　
田
　
敏
　
子
　
上
野
田

岩
　
嵜
　
妥
　
江
　
下
野
田

〔
榛
東
〕

細
　
野
　
長
　
盛
　
広
馬
場

眞
　
下
　
君
　
枝
　
　
〃

〔
小
野
上
〕

飯
　
塚
　
仁
　
雄
　
小
野
子

飯
　
塚
　
春
　
枝
　
　
〃

〔
伊
香
保
〕

奥
　
泉
　
八
　
郎
　
伊
香
保

〔
吾
妻
郡
〕

石
　
坂
　
た
つ
子
　
東
吾
妻
町

石
　
坂
　
な
お
み
　
　
〃

飯
　
塚
　
け
　
い
　
　
〃

増
　
　
　
　
資

加
　
　
　
　
入

２
０
１
７
年
６
月

ん
。
私
は
む

ず
か
し
い
こ

と
は
わ
か
り

ま
せ
ん
が
、

世
界
情
勢
が

非
常
に
悪
く

な
っ
て
い
る

と
感
じ
て
い

ま
す
。
再
び

核
兵
器
が
爆

発
し
た
ら
ど

ん
な
事
に
な

っ
て
し
ま
う

で
し
ょ
う
か
。

加
え
て
我
が
国
は
地
震
大
国

で
す
か
ら
原
発
は
大
反
対
で

す
。
唯
一
、
被
爆
国
で
あ
る
日

本
は「
核
兵
器
の
禁
止
・
廃
絶
」

を
、
今
い
き
て
い
る
我
々
が
被

爆
者
の
叫
び
を
日
本
か
ら
世
界

に
発
信
す
る
事
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

吉
岡
支
部
　
石
坂
　
峯
子

広
島
・
長
崎
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
て
早
72
年
。
い
ま
だ
に
被

爆
に
苦
し
む
人
た
ち
が
、
県
内

に
１
２
６
人
、平
均
年
齢
81
・
４

歳
く
ら
い
に
な
り
、
ま
だ
ま
だ

苦
し
い
生
活
の
人
た
ち
に
思
い

を
は
せ
ま
す
。

ま
た
、
北
朝
鮮
は
世
の
中
に

不
安
を
与
え
る
日
々
、
核
兵
器

の
恐
ろ
し
さ
、
一
瞬
で
姿
も
身

体
も
無
く
多
く
の
犠
牲
者
を
生

み
苦
し
む
人
、
昔
の
日
本
の
思

い
を
二
度
と
繰
り
返
し
た
く
は

あ
り
ま
せ
ん
。

吉
岡
支
部
　
中
島
　
季
子

左から関口裕之さん（北毛病院相談員）、中島季
子さん（吉岡支部）、石坂峯子さん（吉岡支部）、
金井孝行さん（支援センターケアマネージャー）

病院ホスピタル
ストリート

受
診
時
の
「
待
ち
時
間
」
は
、

病
気
の
苦
痛
の
上
に
さ
ら
な
る

「
苦
痛
」
と
な
る
。
病
院
側
も

「
待
ち
時
間
短
縮
」
は
様
々
に

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今

も
っ
て
「
永
遠
の
テ
ー
マ
」
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
？
北
毛
保
健

生
協
教
育
文
化
委
員
会
で
は
、

受
診
さ
れ
る
方
が
そ
の
時
間
、

少
し
で
も
癒
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
、
待
合
室
に
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
設
け
て
い
る
。６
、７
月

は
「
自
然
を
科
学
す
る
」「
自

然
の
中
の
不
思
議
を
知
る
」
を

追
求
し
て
い
る
「
日
本
自
然
科

学
写
真
協
会
」
の
会
員
で
あ
る

林
　
文
江
さ
ん
の
「
カ
ワ
ア
イ

サ
の
子
育
て
」「
エ
ゾ
フ
ク
ロ

ウ
、エ
ゾ
リ
ス
、タ
ン
チ
ョ
ウ
の

ヒ
ナ
、
エ
ゾ
シ
カ
」「
一
本
の

エ
ゾ
山
桜
と
日
暈
（
ひ
が
さ
）」

な
ど
野
生
動
物
の
動
態
と
自
然

を
瞬
時
に
撮
ら
れ
た
「
写
真
」

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
す
ば
ら
し
い
写
真
で
、
ほ

ん
と
う
に
心
に
残
り
ま
し
た
」

「
そ
こ
に
行
か
な
け
れ
ば
撮
れ

な
い
す
ご
く
貴
重
な
写
真
で
感

動
し
ま
し
た
」
ご
ら
ん
の
方
々

か
ら“

癒
さ
れ
て
い
る‘

声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
宮
下
　
歌
子
）

2017年 総代班長研修会のご案内
開催日時：2017年 8月25日（金）午後 2時から26日（土）

正午まで
受　　付：8月25日　午後１時より
会　　場：伊香保温泉　ホテル天坊（電話72－3880）
テ － マ：『生協を大きく強く、健康づくりと助け合いを

ひろげ、新たな居場所をつくりあげよう』
学習講演『向こう三軒両隣のコミュニティーづくり』
（講師：東京都立川市大山自治会顧問　佐藤良子氏）
東京都立川市にある大山自治会は、1300世帯、3100人が

全員自治会へ加入、そのうち65歳以上は900人。孤独死ゼ
ロを実現しています。佐藤良子さんは、2004年に内閣府男
女共同参画局「女性のチャレンジ賞」を受賞しました。
他、基調報告「保健組織活動と生協強化月間の取り組み」

「居場所　陽なた・を通じて」の報告を予定
申し込み、詳細については、北毛保健生協事務局

TEL：24-2141

７月８日（土）に多く

の商品を揃え、社保平和

バザーを組合員ホール前

で開催しました。多くの

来客があり、昨年を大き

く上回る14万9,690円の

売り上げと2万1,888円の

カンパがありました。ご

協力、大変ありがとうご

ざいました。売上金・カ

ンパは、原水爆禁止世界

大会・長崎と日本高齢者大会・沖縄への参加に役立たせていただきます。

（北毛保健生協　社保委員会）

社保平和バザー開かれる

今年の原水爆禁止世界大会は、７月７日に国連で核兵器廃絶禁止条約が締結さ
れて初めての大会として運動の成果を確かめ合う大切な大会になります。７月18

日に渋川北群馬と利根沼田地域の結団式が開催されました。渋川北群馬地域から
は吉岡支部から２人、北毛保健生協労組から２人が代表で参加します。

原水禁世界大会長崎 ８月７日～９日

日　　時：９月20日（水）
午前５時30分出発
午後５時帰着（予定）

参 加 費：7,000円（昼食代別）
定　　員：45名（定員になり次第締め

切ります）

視察予定：いわき市から北上して福島
第一原発周辺

主　　催：生協社保委員会
連 絡 先：北毛保健生協事務局

TEL：24-2141

ふくしまを忘れない　くらしの学校福島視察バスツアー
～原発事故被災地の現状を自分の目で確かめよう～

第９弾　班会講師養成講座

「おりがみ教室」開催
９月14日（木）13：30～
組合員ホール集合
秋の代名詞「コスモス」を作ります。
申し込み詳細は、北毛保健生協事務局
担当：木村　TEL：24－2141

待
合
室

ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

７
８

眼
科
が

再
開
さ
れ
ま
す
!!

２
０
１
７
年
９
月
よ
り
、

埼
玉
医
科
大
学
病
院
眼
科

医
師
に
よ
る
外
来
診
療

（
毎
週
金
曜
日
）
を
再
開
い

た
し
ま
す
。

な
お
、
予
約
受
付
は
、

８
月
中
旬
頃
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。



く　ら　し　と　医　療 第 484 号●d 2017年８月５日

《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時～12時。料金1,500円。

小
野
上
支
部
は
、
世
帯
数
５

９
０
戸
（
人
口
１
、
８
０
３
人
）

組
合
員
は
４
４
７
人
、
出
資
金

は
、
１
人
平
均
５
１
、
２
８
９

円
で
す
。
世
帯
比
率
が
７
・
５

割
を
超
え
て
い
る
の
で
一
戸
の

家
で
何
人
で
も
加
入
し
て
も
ら

え
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。
人

間
ド
ッ
ク
や
せ
い
き
ょ
う
健
康

チ
ェ
ッ
ク
等
組
合
員
に
な
れ
ば

い
ろ
い
ろ
の
特
典
が
あ
る
こ
と

を
説
明
し
仲
間
ふ
や
し
に
力
を

入
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
初
め
て
開
い
た
子
ど
も

班
会
は
好
評
で
、
今
年
も
「
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
摘
み
」
＆
「
流
し

ソ
ー
メ
ン
」
を
セ
ッ
ト
で
準
備

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
映
画
班

会
で
は
、「
ほ
た
る
」「
お
か
あ

さ
ん
の
木
」
を
鑑
賞
し
て
多
く

の
組
合
員
を
集
め
ま
し
た
。
日

帰
り
旅
行
も
評
判
が
良
く
、
昨

年
は「
た
く
み
の
里
と
遊
神
館
」

へ
、
温
泉
と
美
味
し
い
昼
食
を

楽
し
み
ま
し
た
。

最
も
大
き
な
特
徴
点
は
、
高

齢
で
家
か
ら
な
か
な
か
外
に
出

ら
れ
な
い
組
合
員
の
お
宅
で
班

会
を
開
く
こ
と
（「
小
さ
な
班

会
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
）
を
各

に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

支
部
が
誕
生
し
て
30
周
年
と

な
る
２
０
１
８
年
は
、
さ
ら
に

大
き
な
支
部
と
し
て
迎
え
ら
れ

る
よ
う
運
営
委
員
一
丸
と
な
っ

て
意
気
込
ん
で
ま
す
。

医療講座 医療講座 

あ
な
た
の
行
動
が
一
人
の
命
を
救
う

北
毛
病
院
　
救
急
科
　
新
　
里
　
祐
太
朗

皆
さ
ん
は
、
人
が
倒
れ
て
い

る
時
、
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
か
？

な
か
な
か
勇
気
が
い
り
ま
す

よ
ね
。「
近
づ
く
の
怖
い
」「
対

応
方
法
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど

な
ど
。
し
か
し
、
人
を
助
け
る

の
に
必
要
な
の
は
、“

助
け
よ

う
と
す
る
気
持
ち‘

で
す
（
良

い
こ
と
言
っ
た
）。

今
回
は
、
心
肺
停
止
の
傷
病

者
を
見
か
け
た
時
の
心
肺
蘇
生

法
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

手
順
は
①
周
囲
の
安
全
を
確

認
、
②
人
を
集
め
る
こ
と
と
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
要
請
、③
呼
吸
を
確
認
、

④
胸
骨
圧
迫
、
⑤
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
、
で
す
。

倒
れ
て
い
る
人
を
見
か
け
た

ら
、
ま
ず
は
「
周
囲
の
安
全
を

確
認
」
し
ま
す
。
万
が
一
危
険

な
場
所
で
あ
っ
た
場
合
、
自
分

も
同
じ
く
危
険
な
状
態
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
肩
を
叩
い
て
大

声
で
呼
び
か
け
、
意
識
が
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
ら
、
次
に
や

る
こ
と
は
「
人
を
呼
ぶ
」
で
す
。

一
緒
に
救
助
で
き
る
人
や
救
急

車
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
持
っ
て
来
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
次
は
「
呼
吸

の
確
認
」
で
す
。
胸
や
腹
の
動

き
を
観
察
し
て
、
動
き
が
な
け

れ
ば“

呼
吸
な
し‘

と
判
断
し

ま
す
。“

死
戦
期
呼
吸‘

と
い

う
し
ゃ
く
り
あ
げ
る
よ
う
な
不

規
則
な
呼
吸
が
心
停
止
直
後
の

傷
病
者
で
は
よ
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
そ
れ
も

“

呼
吸
な
し‘

の

判
断
と
な
り
ま
す
。
た
だ
、
医

療
者
で
な
い
と
判
断
は
難
し
い

か
と
思
い
ま
す
の
で
、
迷
っ
た

ら“

呼
吸
な
し‘

と
判
断
し
て

く
だ
さ
い
！
　
お
願
い
し
ま

す
！
　
そ
し
て
、
す
ぐ
さ
ま
胸

骨
圧
迫
に
移
り
ま
す
。
こ
れ
が

心
配
蘇
生
の
要
で
す
。
ポ
イ
ン

ト
は
、
胸
骨
下
半
分
に
手
の
根

元
を
添
え
、
両
肘
を
ま
っ
す
ぐ

伸
ば
し
て
体
重
が
垂
直
に
か
か

る
姿
勢
を
と
り
ま
す
。
１
分
間

に
１
０
０
〜
１
２
０
回
の
速
度

で
、深
さ
は
約
５
セ
ン
チ
程
度
、

中
断
時
間
は
短
く
行
い
ま
す
。

「
強
く
」「
速
く
」「
絶
え
間
な

く
」
行
い
ま
し
ょ
う
！
　
人
工

呼
吸
に
関
し
て
は
、
胸
骨
圧
迫

が
30
回
に
対
し
て
人
工
呼
吸
２

回
の
組
み
合
わ
せ
で
行
い
ま
す

が
、「
人
工
呼
吸
の
技
術
と
意

思
が
あ
れ
ば
行
う
」
と
な
っ
て

お
り
、
不
安
で
あ
れ
ば
や
ら
な

く
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
大
事
な

の
は
胸
骨
圧
迫
を
し
っ
か
り
や

る
こ
と
で
す
!!

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
到

着
し
た
ら
、
機
械
の
指
示
に
従

っ
て
解
析
、
シ
ョ
ッ
ク
を
行
っ

て
も
ら
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
全

て
誘
導
し
て
く
れ
る
の
で
素
直

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
解
析
も
し
く
は
シ
ョ
ッ
ク
が

終
わ
っ
た
ら
、
ま
た
直
ち
に
胸

骨
圧
迫
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

を
繰
り
返
し
、救
急
隊
が
到
着
、

も
し
く
は
普
段
の
呼
吸
や
目
的

の
あ
る
動
作
が
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
胸
骨
圧
迫
は
中
止
と
な

り
ま
す
。

以
上
が
、
心
肺
停
止
の
傷
病

者
を
見
か
け
た
際
の
対
応
で

す
。
あ
な
た
の
行
動
が
、
一
つ

の
命
を
救
う
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
是
非
と
覚
え
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

支
部
紹
介
⑥

小
野
上
支
部

北毛保健生協外来医師診療表（2017年 8月～） 北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 

小針 

坂本 

昨年の支部旅行「たくみの里」

〔－は休診〕

初開催の子ども班会

地
で
取
り
組

ん
で
い
ま

す
。組

合
員
の

要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う

支
部
が
一
つ
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無料法律相談 毎月第１月曜日 午後７時～ 渋川民商事務所（金井本町）に於いて 顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは122-1482

10
年
前
、
近
所
の
人
か
ら
引

き
継
い
で
、
現
在
14
部
を
配
っ

て
い
ま
す
。
配
布
先
で
「
こ
ん

に
ち
は
」
と
声
を
か
け
る
と
、

子
持
支
部諸

田
　
芳
子
さ
ん

¡
配
布
者
さ
ん
紹
介
¡

そ
こ
か
ら
世
間
話
に
花
が
咲

き
、
話
し
込
む
こ
と
も
た
び
た

び
。
配
布
中
に
見
知
ら
ぬ
人
か

ら
声
を
か
け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら

も
お
し
ゃ
べ
り
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
れ
が
ま
た
、
楽
し
い
で

す
。

私も 
配って 
ます 

私も 
配って 
ます 

▲６／23 金島支部
2016年に加入された４
人をむかえ、昼食交流
と施設見学をしました

活 動 報 告

▼６／26 上有馬神戸班
塩分チェック

s
７
／
３
　
中
川
島
班

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
作
り

t
７
／
10

分
郷
八
崎
班

ご
当
地
体
操
と
熱
中
症

に
つ
い
て
学
習

t
７
／
13

北
橘
合
同
班

体
組
成
計
と
熱
中
症
と

食
中
毒
の
学
習

▲７／20 ７月の教育文化委員会講師養
成講座は、「藍染め教室」

▲７／８　病棟の七夕集会で職員と
看護奨学生がハンドベルを披露

▲７／３　豊秋西浦班
原水禁世界大会に向けた折鶴つくり

▲７／20 豊秋手川班

牛乳パックで組
合員文化作

品展の作品つくり

▲６／27 溝呂木班
熱中症について学習

t
７
／
18

豊
秋
合
同

陽
な
た
見
学
、
京
都
弁
で
ラ
ジ
オ
体
操

s
７
／
19

市
街
地
支
部

新
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代
さ
ん
を
む
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え
、
役

割
の
話
と
交
流
を
し
ま
し

た
。

ご連絡の上、履歴書をお送りください。 
（連絡先） 
　渋川市有馬237-1 
　北毛保健生活協同組合 
　総務部　鈴木まで 
　　　　　TEL 0279-24-1234

職員募集 職員募集 職員募集 
医　　　師 
看　護　師 
薬　剤　師 
ヘ ル パ ー 
事　　　務 
事　　　務 
看 護 助 手 
介護福祉士（病院） 

常勤・パート 
夜勤可能な方歓迎 
常勤・パート 
登録 
常勤（経理経験者） 
パート 
常勤・パート 
常勤 

老健ほくもう祭り
日　程：2017年９月10日（日）
時　間：午前10時～午後１時
場　所：老健ほくもう駐車場　通所リハビリホール内

◆日ごろの感謝の気持ちを込めて・・・
「懐かしいあの頃の祭り、懐かしの遊び」でみんなで楽

しい夏の思い出でを作りましょう！

祭り会場では、出店やイベントが盛りだくさん。入所者

ご家族、他みなさまのご来場をお待ちしております。

詳細・連絡先：老健ほくもう祭り実行委員　宮澤・保坂

TEL：0279-60-5550

▲７/18 榛東お楽しみ
班会　赤城山覚満淵
をウォーキングとお
買いもの

▲６／25 吉岡支部合同
わくわく班会　ラベン
ダースティック作り


